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動画制作を通した情報活用能力の育成 



はじめに 

 

文部科学省が示す「学習指導要領」は、全国的に教育の水準を保つべく、教育課程の基準を

定めたものです。社会の変化を見据え、子どもたちに必要な資質や能力について見直しを行い、

おおむね１０年ごとに改訂されています。現行の学習指導要領は２０１７（平成２９）年に改訂され

たもの（小学校では２０２０年、中学校では２０２１年に全面実施）で、早８年が経過しようとしてお

り、次期改訂に向けた動きが始まっています。 

２０２４年１２月、文部科学省は中央教育審議会へ、次の学習指導要領改訂に向けた検討を諮

問しました。「多様な子どもたちが主体的に深く学べること」をめざしたもので、画一的な教育か

ら脱した、柔軟な教育課程の在り方などが強調されています。 

その内ＩＣＴ教育に係るものとして、「生成ＡＩの発展などを踏まえ、知識の集積だけでなく、深い

意味の理解を促す学びのあり方」「デジタル分野を含めた先端技術の教育の充実」「情報モラ

ルやメディアリテラシーの育成強化」などが検討課題となっています。デジタル技術が急速に発

達するなか、未来を担う子どもたちの教育をどのように行っていくのか、この先１０年を見通しな

がら考えていかなければなりません。 

本市においては、昨年度末より、本年度の研究テーマの候補の一つとして「映像のプロから学

ぼう デジタル時代の表現力」を挙げていました。地元メディアのご協力を得ながら、１人１台端末

を活用した動画制作を通して、児童生徒のデジタルによる表現力をみがき、その教育的効果を検

証しようとするものでした。題材の捉え方や情報収集、撮影や編集の技術、発信にあたっての留

意事項など、児童生徒の情報活用能力の育成にあたっては、非常に有意義なものとなることが

期待でき、楽しみな研究テーマ設定でした。 

本年度、研究テーマを正式に「動画制作を通した情報活用能力の育成」として研究を実施して

きました。実態調査や地元メディアによる先生方への研修に始まり、著作権に関わること、受け手

の分かりやすさや心地よさを意識した実践は、児童生徒の情報活用（動画作成）スキルを磨くこ

とはもちろん、まさしく「情報モラルやメディアリテラシーの育成強化」につながるものであると感

じています。 

今後の課題として、意図的・計画的な情報活用能力の育成のためのカリキュラム・マネジメント

が不可欠であることも見えてきました。 

本研究の成果が、日々の実践の中で児童生徒の情報活用能力を豊かに育んでいくカリキュラ

ム作りのきっかけとなり、今後の教育実践に貢献することを願い、研究集録第１４８集としてまとめ

ます。 

最後になりましたが、本研究の実施にあたり、ご指導、ご協力を賜りましたすべての皆様に深く

感謝申し上げます。 

 

令和７年（２０２５）３月 

松阪市子ども支援研究センター 

所 長   御堂 栄治 
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Ⅰ 研究主題と目的 

 

１ 研究主題 

動画制作を通した情報活用能力の育成 

 

２ 主題設定にあたって 

 

子どもたちを取り巻くデジタル環境は、急速に変化し続けている。クラウド上でのやり取りを含

めたコミュニケーションの多様化やＡＩの発達などは、子どもたちに多くの可能性を与えている。そ

の一方でデジタル機器利用の低年齢化やネットトラブルへの対応などの課題も存在している。こ

のような時代を生きていく子どもたちにとって、情報活用能力をはじめとする資質・能力を育むこ

とが重要となってくる。 

現在、情報活用能力については、文部科学省の「教育の情報化の手引きー追補版ー」の中で

図１のように整理されている。情報教

育の３観点８要素は、情報を適切に活

用し、理解し、社会で責任を持って行

動するための指針である。 

  本市においては、令和３年度に１人

１台端末の運用が始まってから今年

度で４年目となり、児童生徒の情報

活用能力の育成が進められている。

家元ほか（２０２３）による本市の児童

生徒を対象に行われた調査では、

「複数のアプリケーションを活用し、多

様な表現活動を行うことや児童生徒主体の学びに向かう活動ができないと自認している傾向に

ある」ことが明らかになった。ここでいう児童生徒主体の学びに向かう活動とは、ＩＣＴを活用した

情報収集・分析・協働学習などのことである。さらに、家元ほか（２０２４）では、「小学校高学年の

情報活用能力について、情報を整理・分析しまとめ発表する学習活動は実施できるという自認が

向上し、中学校生徒の基本的な機能を活用する活動からアプリケーションを組み合わせて作品

を作る学習活動を実施できるという自認が向上した」と報告している。一方で、「表現活動や主

体的な学びに向かう活動に不安が残っている」ことが課題として指摘されており、児童生徒の表

現活動や主体的な学びをさらに充実させていく必要があると考えられる。 

 

 

図１ 教育の情報化の手引き ―追補版― 〈文部科学省〉 ２０２３ 

【情報教育の 3 観点８要素】 

情報活用の実践力 

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活用 

・必要な情報の主体的な収集・判断・表現・処理・創造 

・受け手の状況などを踏まえた発信・伝達 

 

情報の科学的な理解 

・情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解 

・情報を適切に扱ったり， 自らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法

の理解 

 

情報社会に参画する態度 

・社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響の理解 

・情報のモラルの必要性や情報に対する責任 

・望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度 
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３ 研究の目的 

 

  学校現場において、ＩＣＴ機器の活用は

年々進んでいる。「令和６年度全国学力・

学習状況調査の結果（学校質問紙）」で

も、授業においてＩＣＴ機器をどの程度活

用しているかについて、週１回以上活用

している割合が、全国で９９．２％、三重県

で９９．６％、松阪市で１００％と、市内での

端末の活用は積極的に行われていること

が分かる（図２）。また、自分の考えをまと

め、発表、表現する場面でＩＣＴ機器を使

用したかについて、週１回以上使用して

いる割合が、全国で８３．６％、三重県で９

０．６％、松阪市で９１．７％と、こちらにつ

いても積極的に活用が進められている

（図２）。一方で、ＩＣＴを使って学校外の施

設にいる人々とＩＣＴ機器を使ってやりとり

したかについて、週１回以上やりとりした

割合が、全国で１８．２％、三重県で１２．

９％、松阪市で１６．７％であった（図２）。

このことから、学校外に情報を発信したり、受け取ったりするやりとりはなかなか進んでいないこ

とが分かる。 

そこで、本研究では、ＩＣＴを活用したコンテンツの制作やそれらを発信する活動が、児童の情

報を活用する実践力の向上にどのような効果があるのかを検証する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ICT を活用した学習状況 令和６年度 全国学力・学習状況調査の

結果（概要）〈国立教育政策研究所〉 
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Ⅱ 研究に対する基本的な考え方 

 

１ 教員及び児童の実態調査 

 

（１） 調査の概要 

松阪市立柿野小学校、粥見小学校、松江小学校、松尾小学校に研究調査協力を依頼し、授業

を担当する教員（４２人）にＩＣＴの活用状況及び情報活用指導力についてのアンケートを行なっ

た。また在籍する５年生、６年生の児童（１８５人）にＩＣＴの活用状況及び情報活用能力、情報モラ

ルについてのアンケートを行なった。 

 

（２）家庭におけるデジタル機器にかかわる現状 

①  デジタル機器の使用について 

日常的に使用しているデジタル機器につい

て、貸与されているタブレット端末以外にゲーム

機やテレビ、スマートフォンの使用率が高い傾

向にあることが分かった（図３）。自分専用のス

マートフォンを持っている割合は全体の５６％とな

っており、共用も含めると約７０％の児童が日常

的にスマートフォンを利用していることが分かっ

た（図４）。 

また、デジタル機器の使用用途は、ゲーム、イン

ターネット検索、メッセージのやり取りが比較的

割合が高い傾向にあった（図５）。割合が低かっ

た項目は「写真や動画の編集」で、小学校段階

ではＳＮＳ等を利用した情報発信や投稿はほとん

どしていないことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 図５  デジタル機器の使用用途 

図４   スマートフォンの専用・共用 

図３   デジタル機器の使用率 
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②  家庭内におけるルール 

  ルールの有無の割合は、あるが８１％、ないが１９％であった（図６）。また、家庭で情報モラルに

ついて教えてもらったことがある児童が５１％であった。（図７）。主に使用時間や個人情報、利用

制限などのルールが定められている現状があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ＩＣＴ活用にかかわる現状 

①  タブレット端末の使用場面と使用時限 

授業内でタブレットを使用する場面として、「よく使用する」「時々使用する」の割合が最も高か

ったのがＡ１：教材の提示の９５．４％であった。対して最も低かったのがＣ４：学校の壁を越えた学

習の４６．５％で、次いでＣ３：協働学習の４４．２％という結果となった（図９）。 

 

 

 

 

 

 

図８  「学びのイノベーション事業」実践研究報告書 〈文部科学省〉 

図６  家庭内におけるルールの有無 

主なルール 
・使用時間について 
・個人情報（名前や住所、パス
ワードなど）を人に教えない 

・アプリやインターネットサイトの
制限 

・困ったときは親に相談する 

図７  情報モラルについて家庭や学校で

教えてもらったことはあるか 
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教員の授業でのタブレットの使用頻度は、「３～４時間」の４６％が最も高く、児童では「１～２時

間」の５８％が最も高かった。「ほぼ使用しない」で見ると、教員は４％なのに対して児童は１５％

であった（図１０、１１）。教員は教材や資料の提示などをすることから授業内で使用する頻度が

高いと考えられる。児童については発達段階や学習内容によって使用時限に差が見られるが、ほ

ぼ毎日活用されていることが分かった。 

  これらのことから、学習活動においては各校で積極的に活用が進められており、その使用場面

についても多岐にわたっていることが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  情報活用能力 

   児童の情報活用能力に関するアンケートからは、「インターネットを使って情報を集めることが

できる」については「できる」「まあまあできる」と回答した割合が９１％と高く、多くの児童が情報

収集のスキルがあることが分かった。また、デジタル・コンテンツの制作に関しては、「写真や動画

の編集ができる」に対して、「できる」「まあまあできる」と回答した割合が６５％であり、編集につ

いては経験している児童がある程度いることが分かった。 しかし、「画像や動画、音楽などを組

図１０  タブレット端末の使用時限（教員） 図１１  タブレット端末の使用時限（児童） 

図９  タブレット端末の使用場面 
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み合わせて動画を作ることができる」では、「できない」「あまりできない」が４１％になっているこ

とから、複数のアプリを組み合わせた表現活動には課題があることが明らかとなった（図１２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教員の情報活用指導力については、「ウェブブラウザを使った情報収集」について「できる」

「まあまあできる」と回答した割合が８３％であった。また、「それぞれが調べたい情報について適

切な手段を用いて調べる」についても「できる」「まあまあできる」と回答した割合が９３％であっ

たことから、基礎的な情報収集の指導は多くの教員が対応できているということが分かる。一方

で、「集めた情報をもとに、映像作品を作るように指導できる」では、「あまりできない」「できな

い」と回答した割合が３８％となっており、「受け手が理解しやすいようにデザイン等を工夫した作

品を作るように指導できる」でも、「あまりできない」「できない」と回答した割合が２３．８％と高い

ことが分かった。また、「オンライン上での情報発信を目的とした作品作りの指導」についても、

「あまりできない」「できない」と回答した割合が４１％と高いことから、表現に関する指導につい

て不安のある教員が一定数いることが分かった（図１３）。それぞれの回答の理由は以下の通り

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２  情報活用能力（児童） 

図１３  情報活用指導力（教員） 
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[集めた情報をもとに、映像作品を作るように指導できない理由] 

 

[オンライン上での情報発信を目的とした作品作りについて指導できない理由] 

   

２  調査結果より 

 

  アンケートの結果から、情報活用能力について基本的な端末の操作や、情報収集に関するス

キルは多くの児童が持っていることが分かった。教員についても、インターネットを使った情報収

集や、目的に合わせた情報収集の手段の使い分けについては、指導できることが分かった。これ

まで、タブレット端末が導入されてから教員が日々どのように活用するのかを試行錯誤し、実践し

てきたことが児童の情報活用能力の育成につながっていると考えられる。しかしながら、児童、教

員ともに表現や発信に関する情報活用能力、情報活用指導力に課題が見られた。具体的には画

像や動画、音楽などを組み合わせた動画の作成や、情報を適切に扱って発信することである。こ

れらの活動の中には、情報活用能力における情報の収集・整理・比較・発信・伝達が含まれてい

る。そのため、ＩＣＴを活用した表現・発信は児童の情報活用能力を向上させる為に、学習活動の

中で実施してくべき活動の一つであると考える。 

 

３  研究仮説 

 

動画制作やインターネット上への作品投稿を経験する場を設定し、受け手を意識しながら表現

することで、情報活用能力や表現力の向上、情報を正しく扱うための知識の向上につながると考

える。 

 

・これまでに指導経験がないから。 

・自分自身が映像作品を作り慣れていないため。 

・iMovie を使用したが、こちらが行うことが多かったから。 

・自分自身が動画編集をすることが得意ではないから。 

・挑戦したことがない 

・経験がないから。 

・そのような機会が今までないのでイメージしにくい。 

・情報発信をしようとしたことがない（外部に向けて）。する時間がない。 

・情報発信のための作品作りの機会がなかった。 

・オンラインで発信する作品を作る機会がない 
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４  研究の方法 

 

（１）活動の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 動画制作について 

動画制作にあたっては、児童用端末の標準機能である「ｉＭｏｖｉｅ」というアプリを使うこととし

た。アプリ内にあるテンプレートを用いて、事前に用意した写真や動画を選択することで誰でも動

画制作をすることができる。また、写真や動画をトリミングしたり、音楽やテロップを入れたりでき

る編集機能を使って動画制作ができるようになっている。 

また、動画制作に伴い、松阪ケーブルテレビ・ステーション株式会社の方を講師として動画制

作についての市内教員向けのオンライン研修を実施し、研究協力員の４人にも受講していただい

た。その後、動画制作の指導におけるポイントを整理、共有した。 

 

（３） 作品投稿を行うオンラインサイト 

作品投稿という情報発信をしていくにあたって、夕刊三重新聞社が運営する「まなぼっと」を活

用していく。従来からある「ＹｏＭｏｔｔｏ」をもとに、小中学生向けに学校での利用を想定したものに

なっている。新聞記事を読めたり、学習活動で作成した作品の投稿（みんなの広場）ができたり

するサイトとなっている（図１４）。また、児童個人にアカウントを割り当て、ログイン認証を必要とす

ることで閉じられた空間での交流ができるようにしている。今回の研究では、「まなぼっと」内の

「みんなの広場」を活用し、２校間で情報発信・伝達を行い、交流をすることとした。 

 

  

 

動画制作の流れ 

テーマ

設定

構成

収集

編集

振り返り

投稿

 

投稿作品の

用意

紹介文の

作成

投稿振り返り

他校の

投稿確認
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（４）研究の流れ 

① 市内４校の小学生５・６年生と教員に事前アンケートを実施し、実態把握を行う。 

② 研究協力員に「みんなの広場」の活用方法と動画制作の流れを共有する。 

③ 研究協力員のクラスで、学習の成果物を「みんなの広場」に投稿する。また、総合的な学習の

時間で学習した学校や地域について紹介する映像作品の制作を行う。 

④ 研究協力員と対象クラスに事後アンケートを行う。 

 

 

 

図１４  まなぼっとのウェブ画面 
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Ⅲ 実践と考察 

 

１  各校の動画制作の実践 

 

（１） 表現力の向上が見られた実践 

① テロップを使った情報の補足 

林業に関する出前授業で体験したことを紹介するスライドショー形式の動画で、静止画像をつ

なげ、テロップを入れて活動の説明をしていた（図１５）。その他の動画でもテロップは良く使われ

ており、主に表示された画像の説明や感想などに使われていた。テロップの文は受け手のことを

考えて短くまとめられていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② セリフの内容や話し方などの事前準備 

  ワンカットで撮影された動画では、事前に考えたセリフを覚えてから撮影することで、カメラに

顔を向けて話ができていた（図１６）。撮影前の準備の様子からも、セリフの内容についてグルー

プで話し合いをくり返すことで、より受け手に伝わりやすい内容にしようとする姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テロップを使って、画像の補足説明をし

ている。 

原稿を見ずにカメラ目線で受け手に伝

わるように話している。 

図１５  テロップを入れてある動画 

図１６  カメラ目線で撮影している動画 
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③ 撮影方法の工夫 

  撮影をした動画のほとんどでカメラを固定して撮影していたため、ブレがなく受け手も見やす

い動画になっていた（図１７）。手持ちでカメラを動かして撮影していた動画も、できるだけブレを

少なくするように気を付けていた（図１８）。また、お茶の淹れ方について紹介した動画では、一部

を大きく映すアップと全体を映すルーズを使い分けて撮影していた（図１９）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１９  アップとルーズを使い分けた動画 

アップ 

ルーズ 

タブレットを固定することで、グループ

全員が映るようにでき、ブレなく撮影す

ることができる。 

タブレットを手で持って動かしながらもブ

レなく撮影するように気を付けていた。 

図１７  固定で撮影している動画 

図１８  手ブレなく撮影している動画 

はじめは動画の説明なので全体が映るよ

うにルーズで、お茶を入れる場面では手元

が見えるようにアップで撮影していた。 
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（２） 情報収集・整理・伝達能力の向上が見られた実践 

① 必要な情報の収集 

  自分たちの伝えたいテーマに合うような画像や映像を撮影したり、インターネット上から引用し

たりされていた（図２０）。また、地域学習を通して深めたいと思った内容について、インターネット

を活用して情報収集することができていた（図２１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 受け手に伝わりやすい構成 

  自分たちが伝えたいことが受け手に伝わるように、話や画像の順序を工夫しながら動画制作

をすることができていた（図２２）。編集作業をしているときにも、グループで意見を出し合いなが

ら試行錯誤する様子も見られた。 

 

図２０  実物を見せながら撮影した動画 

林業をされている方との出会い学習から、

本人が気になった伐採された木の行方に

ついて調べ、原木市場について紹介してい

た。 

 

図２１  学習から自分で調べたことを説明した動画 

自分たちの学校にある本物の藁アートや動画

内で説明した和紙を見せることで、受け手に

分かりやすく説明していた。 
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（３）情報モラル意識の向上が見られた実践 

① 出典の記載 

  文章や写真などを引用した際に、出典を最後に記載することで、著作権に配慮して動画制作

を行うことができていた（図２３）。 

 

 

 

 

 

２  児童への事後アンケートより 

 

 

 

 

ラテアートについて体験したときようすについて、高校生に手本を

見せてもらい、実際に教えてもらいながら体験したという流れが

分かりやすく端的にまとめられている。 

。 

図２２  体験の流れが分かる動画 

図２３  最後に引用元を記載した動画 

伐倒の意味の引用 
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２  児童への事後アンケートより 

 

【設問】 

今回、実践に取り組んだ学校において、

動画制作を初めてした児童は５６％で、約

半数に上った。すでにしたことがあった児

童のうち「授業でした」は８１％、「授業以

外でした」は１９％であり、授業を通しての

経験が大半をしめた（図２４、２５）。 

また、今回の動画制作の目的であっ

た相手を意識した動画制作については、

アンケートの回答の以下のような点から意識して取り組んだことが分かった。 

 

[動画制作で工夫したこと・意識したこと] 

 

 

 

   

動画制作について経験したことがある児童は、主に授業で動画制作を経験していることが分

かった。 

   

【設問】 

今後も学習活動の中で動画制作をしたいと思っている児童は、「そう思う」「まあまあそう思う」

を合わせて９６％であった（図２６）。また、自分に合った表現方法についての質問をすると、「話を

する」「プレゼンテーション」「動画」を選んだ児童が多かった（図２７）。児童がそれぞれの表現方

法を選んだ理由は以下の通りであった。 

・文字と写真を見ている人が全部読めるか、全部見られるかを意識した 

・画像や写真の順序をこだわった      ・文字を見えやすくすることを意識した 

・大きな声でハキハキと喋る          ・説明している内容にあう写真を動画に載せること 

・動画制作は初めてしましたか。 

・したことがある人は、いつしたことがありますか。 

・動画を作るにあたって工夫したことや意識したことを具体的に教えてください。 

・ 今後も学習の中で動画制作をしたいと思いますか。 

・ 調べたことや学んだことを伝える方法として、自分に合うものは何だと思いますか。 

（複数回答可） 

図２４  動画制作を初めてし

たかどうか 

図２５  いつしたことが 

あるか 
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[「話をする」を選んだ理由] 

 

 

 

 

 

[「プレゼンテーション」を選んだ理由] 

 

 

 

 

[「動画」を選んだ理由] 

 

 

 

 

【設問】 

  今回、投稿について児童に話をした際に、児童から「投稿してから間違いがあったら直せるの

か」「あとから消せるのか」といった声があり、閉じられた空間とはいえインターネット上に投稿す

るということについて、不安があるようすであった。 

実際に投稿を行う中で、どんなことを意識して活動したのかを聞くと、多くの児童が著作権や

個人情報、言葉遣いと回答した。児童が情報発信には責任が伴うことを理解しながら活動を行っ

ていたことが分かった。しかし、中には著作権の意味をしっかり理解できていなかったり、ネット画

・自分の言葉で言えるから話しやすい。    ・すぐに伝えられる。 

・途中で「何か違うな」と思った時にすぐ変えられる。 

・喋る方が分かりやすいと思う。   ・直接話した方が伝わりやすいと思った。 

・画像を見ながら話せるから、相手も分かりやすいし、自分もやりやすい。 

・タブレットで発表することで、自分が一番伝えたいことを書ける。 

・資料があることで分かりやすい。      ・スライドを作るのが得意。 

・動画を作ることが得意。             ・いろんな人に知ってもらうことができる。 

・動画を作って分かりやすくできる。     ・動画の方が話をするより伝わりやすい。 

図２６  今度も動画制作をしたいか 図２７  自分に合った表現方法 

・ 投稿をするときに意識したことは何ですか。 
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像を使用した際に引用元を書いていなかったりするなど、継続的に情報の扱い方について学ん

でいく必要性も感じられた。児童の回答について以下にまとめる。 

 

[投稿するときに意識したこと] 

 

 

 

 

 

 

【設問】 

 

  他者の投稿を見ることができるのはよいかという問いに

対しては、「そう思う」「まあまあそう思う」と回答した児童が

９８％で肯定的な意見が多かった（図２８）。その理由につい

ても、「他の人の意見や考えを知ることができる」「他の人

の作品や工夫を参考にできる」「他の学校や地域のことを

知ることができる」「新しい発見があり勉強になる」といった

意見が見られた。他の学校の児童の学習のようすを知るこ

とで、児童はまとめ方のちがいや表現の仕方のちがいに気

づくことができていた。また、そこから自分の学習に活かせる

ことや参考にしたいことなどを考え、学びにつなげることができていた。児童の意見を以下にまと

めておく。 

 

 

図 2８  他の人の投稿をみることが

できることはよいか 

・著作権の確認   ・勘違いなどをさせてしまう発言などに注意した 

・個人情報を載せないこと 失礼な言葉を使ったり、著作権に違反したりしないようにすること 

・相手が傷つかない言葉にすること 

・ 他の人の投稿を見ることができるのはよいことだと思いますか。  

・ 他の人の投稿を見て自分の学習に活かせると思ったことは何ですか。 
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[他の学校の人の投稿を見ることができることがよいと思う理由] 

 

[他の人の投稿を見て、自分の学習にいかせると思ったこと] 

〈他の人の意見や考えを知ることができる〉 

・いろいろな学校の作品や意見を見ることができる。 

・みんなの考えを知ることで、自分の考えが広がる。 

・どんなテーマや書き方があるのか分かる。 

・考えや工夫をみんなで共有できる。 

〈他の人の作品や工夫を参考にできる〉 

・みんなの作品を見ると、自分の作品作りの参考になる。 

・工夫したところを見つけて、自分の作品にいかせる。 

・自分にはなかったアイデアを知ることができる。 

〈地域や他校のことを知ることができる〉 

・ほかの学校の作品を見ることができる。 

・ほかの学校や地域のことを知ることができる。 

〈新しい発見や学びがある〉 

・知らなかったことを知ることができる。 

・考え方のちがいに気づいて、新しい発見ができる。 

〈文章の書き方〉 

・いろんな書き方があること 

・文を分かりやすくまとめる工夫があること 

・文字の大きさや並べ方を変えると読みやすくなる 

〈写真や動画の使い方〉 

・写真を入れると分かりやすくなること 

・動画に字幕や音をつけると楽しくなること 

・編集するともっと伝わりやすくなること 

〈文字やデザインの工夫〉 

・文字の色や大きさを変えると見やすくなること 

・絵やイラストを入れると分かりやすくなること 

〈学びにいかせること〉 

・ほかの人の工夫を見て、まねしたり参考にしたりできる 

・知らなかったことを知って、新しいアイデアがうかぶ 
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３  考察 

 

（１） 表現活動における動画制作 

受け手を意識した表現力の向上については、児童が動画制作を通して、情報を視覚的に整理

し、伝わりやすくする工夫が見られた。特に、テロップの活用においては、写真だけでは十分に伝

えきれない情報を補足するために、短い文で簡潔に表示する工夫が見られた。また、撮影の工夫

として、カメラを固定してブレを抑えたり、アップとルーズを使い分けたりすることで、受け手にとっ

てより分かりやすい映像にする工夫も見られた。このように受け手に伝えるための表現方法を意

識しながら制作に取り組むようすは、動画制作ならではの学習効果であると考えられる。 

  次に、情報を収集・整理・伝達する能力については、児童が伝えたいことが伝わるような情報を

収集し、適切な順序で構成する力の向上が見られた。例えば、ラテアート体験についてまとめた

動画では、自分が体験した流れに沿って決められた時間の中に収まるように構成することで、受

け手に伝わりやすくなるように工夫されていた。このことは、児童への事後アンケートの「自分が

伝えたい内容に合った情報の収集や整理をしながら表現した」という回答にも表れている。この

ように創意工夫しながら動画制作ができたことは、受け手を意識して動画制作を行った効果であ

ると考えられる。 

  そして、情報モラル意識の向上も、今回の実践において見られた成果の一つである。動画制作

を進める中で、児童はインターネット上の画像を使用する際の著作権や個人情報の扱いに注意

したことがアンケートからも分かっており、動画内でも出典を記載していた。また、実践前には投

稿に不安を持っていた児童がいたが、実践後のアンケートからは間違った情報を投稿しないよう

に気を付けたり、言葉遣いに気を付けたりしたという回答があった。これらのことは、児童が情報

モラルについて理解を深め、責任をもって情報発信しようと意識したことを表している。 

このことから、これまでの表現活動に加えて、動画制作を行っていく価値は十分にあると考えら

れる。 

 

（２）動画制作の位置づけについて 

  実践の中で、動画制作を行うにあたって、事前説明や情報収集、撮影、編集などに時間を要し

た。特に編集作業では試行錯誤しながら撮影、編集を進めている児童の姿が見られた。また教

員のアンケートに「動画制作をする時間の確保が難しい」という回答があった。現状のカリキュラ

ムの内容に、新たに動画制作を加えていくことは難しい。子どもたちの情報活用能力向上のため

に、動画制作が有効であることについて共通認識を図り、効果的にカリキュラムに位置付けてい

くことが課題である。 
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Ⅳ 研究のまとめ 

 

 本研究では、児童がＩＣＴを活用した表現活動の中で、受け手を意識することで情報活用能力

や表現力を向上させることができるように動画制作や投稿の実践に取り組んだ。実践やアンケー

トから明らかになったことをもとに、ＩＣＴを活用した表現活動のこれからについて述べ、研究のま

とめとする。 

 

１  これからの表現活動について 

 

  今回の実践を通して、動画制作が児童の情報活用能力を向上させる表現活動であることが

明らかとなった。動画制作がこれまでの表現活動と違った点は、自分の制作した動画を視覚的に

確認し、改善点を見つけながら試行錯誤することができることである。これにより、児童は受け手

の立場に立って自分の動画を評価し改善することができ、結果として情報活用能力や表現力を

向上させることにつながったと考えられる。また、児童は日常的にテレビやＳＮＳなどで動画を視

聴する機会があり、児童にとって動画はとても身近なコンテンツの一つである。その動画を今回

は自分たちで制作するということについて、最初は「難しそう」「本当にできるの」と不安がってい

る児童も見られた。しかし、事後アンケートでは、「今後も動画制作を学習の中でしたい」と回答し

た児童が９６％いたことが分かった。このことは動画制作が児童にとって意欲的に取り組むことが

できる活動になったことを表している。しかし、表現方法として動画以外の方法も自分には合って

いるとアンケートで回答した児童もいた。そこでまずは、それぞれの表現方法の特徴を理解するこ

とが大切だと思われる。動画の良さは短時間で多くの情報を発信できたり、対面でなくても伝え

られたりする点にある。このことを理解した上で、動画制作も表現活動の一つとして取り組んでい

くことが大切である。今後は、それぞれの表現方法の特徴を活かしながら、目的に合った方法を

自分たちで判断し、選択していく力が必要となっていくことが考えられる。 

  今後、動画制作をどのように学習活動に位置づけ、効果的に実施していくか検討する必要が

ある。動画制作には、撮影や編集の技術だけでなく、情報の整理や発信のスキルも含まれるた

め、すべての学習活動の中で育成できると考えられる。三宅ほか（２０１３）では、「児童生徒の発

達段階に応じて、表現ツールの一つとして映像で表現することをスキルとして身に付けておく必

要性を感じた。関連して大きな課題として挙げられるのが、学年や発達段階に応じてどこまでス

キルを身に付ければよいのかという点である」と指摘している。そのため今後、小学校６年間、中

学校３年間で、各教科においてどんな情報活用能力を身に付けていくのか、情報活用能力の体

系表例をもとに各学校でカリキュラムに位置づけていくことが重要である。また、情報活用能力は

学習の基盤となる資質・能力であり、単なる技能の習得にとどまらず、思考力や表現力、判断力
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といった力と結びつく。そのため、すべての教科を通じて継続的に育成し、児童が主体的に情報

を活用できる力を身に付けることが重要である。 

 

２  終わりに  

   

  ＩＣＴを活用して学習することで、これまでできなかったり、時間がかかり過ぎたりした学習活動

に取り組むことができるようになったと感じた。今回の実践でいえば、動画制作を行い、学校外の

人と交流したことである。タブレット端末やクラウドを活用することで、学習の幅が広がり、児童の

学びも多様になった。 

実践においては、研究協力校の教員一人ひとりが児童の学びにつながるように試行錯誤しな

がら取り組んでいただいた。研究協力校をはじめ、ご支援いただいた皆様に感謝したい。自分自

身も今後、ＩＣＴをどのように活用すれば、児童一人ひとりの学びにつながるのかを考えながら

日々の実践を積み重ねていきたい。 

本研究をきっかけに、動画制作を含めた表現活動が、児童生徒の情報活用能力育成の為、カ

リキュラムの中に定着していくことを願う。 
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【巻末資料】 
 
＜情報活用能力の体系表例＞ 
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